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1.はじめに

　以前教授から「今の大学生は勉強しない.」ということを言われたことがある.

もちろん,今の大学生がまったく勉強しないわけではない.しかしその勉強のほとんどが宿題やレポート製作,試験対策といった単位をとるため仕方なくしているものであり,自ら興味を持ち進んで勉強しているという大学生はあまりいないだろう.

　このようなことはなにも電機大学だけでなく,日本の多くの大学で見られ,問題とされている.その結果,社会での評価は大学で学んできたことよりもバイトやサークルでの活動のほうを重視されるといった流れになってしまっている.

　このような評価は大学や大学生にとって不名誉であり,払拭しなければならない.そのためには大学生を学習に興味を持ち,自ら進んで勉強するという本来あるべき姿へと変える必要がある.ではそのためにまず今の大学生がなぜ自ら勉強しないのか,その原因を考え,どのようにすれば自主的に勉強するようになるのかを考えていきたい.

2.なぜ大学生は勉強しないのか

　まずその原因として考えられるのは日本の教育システムである.安西祐一郎さんの書いた『「デジタル脳」が日本を救う』によると「日本の教育は昔と同じく「すべての子供たちに同じ教育」を目指し,競争をせず,同じ体験・同じ知識を得ることを目標としてきた.しかしこのような教育は一定レベルの均質の人材を大量に産業界に送り出す必要のあった戦後復興の時代には有効な方法であったが,グローバル化し,多様な職業を選択する様になった現在には有効な教育方法とはいいがたい」という. (安西祐一郎.2010: 94)

　まさにその通りだろう.現在の教育は昔ながらの方法をそのまま行っているだけであり,今の時代にあった教育とはいいがたいのである.

　また日本の授業スタイルの基本は一斉授業であり,これだと教師が一方的に授業になりがちとなり,学生は教師から教えられる内容をただ受け取るだけ,つまり学生は受身な姿勢となってしまうといった問題がある.

　そして指導要領の問題もある.日本における学習内容の範囲は指導要領によって決められており,多くのことを教える必要があるため,１つ１つの内容にかけられる時間はあまりない.これにより教師から知識や技術を一方的に詰め込むことになり,なぜこの学習が必要かという学習の動機がおざなりになってしまっているのではないだろうか.そうしてなんの役に立つかわからない知識をただ無理やり覚えさせられて育った学生は学ぶことの面白さを見つけることは難しいだろう.

　このように日本の教育には様々な問題点があり,このような教育を受けてきた大学生は勉強に対して受身の姿勢であり,同時に勉強の意味がわからず,勉強に対してよいイメージがないといった特徴を持っていると考えられる.そう考えれば今の大学生が自ら勉強しないことにも多少なりにも納得できるものがある.

　では学生に自ら勉強させる今の時代にあった教育とはどのようなものなのだろうか.少し前に日本でも大きな話題となった国際学力調査PIZAにおいて総合一位という結果を収めたフィンランドの教育から学んでいきたい.

3.フィンランドの教育から学ぶ

　フィンランドの教育の大きな特徴としてその学習スタイルが挙げられるだろう.それはいったいどのような授業なのだろうか,その授業風景を福田誠治さんの『競争やめたら学力世界一』から紹介しよう.

　「フィンランドのある小学校では授業中に席を立って他人に教えにいく子,一人で黙々と勉強する子から編み物をしている子,はては机の下でかくれんぼしている子までいた.教師は他人の邪魔をしない限り子供たちを叱ったりせず,必要に応じて生徒の学習を支援するだけである.学ぼうが,学ぶまいが個人の自由で自己責任だからだ.またフィンランドでは日本の班学習とは違い,グループの学び様が異なっていてもよく,しかも同時に個人学習も認められているという実に不思議な授業が展開される.」（福田誠治.2006: 113）

　文中にも書いてあったが,日本の教育を受けてきた私たちから見るととても変わったな授業であり,

見方によっては授業崩壊と勘違いしても仕方ない様子である.なぜこのような授業スタイルなのかというとフィンランドでは「構成主義」を教育学に適用しているからである.構成主義とは「知識には何かしらの目的,価値観が前提になっていることを認める立場」のことであり,言い換えれば勉強するにはその動機付けがされていなくてはならないという考え方である.そして勉強の動機は本人が見つけるものであるため,「勉強は自分が必要だと思うことを学べばよい」ということになっている.その結果フィンランドでは個人が必要に応じて自由に学べるよう個人学習が推奨されているのである.

　このような授業で本当に生徒が勉強するのか不安に思うが,実際この授業スタイルが有効であることはPIZAの結果からもわかることだろう.

　このフィンランドの学習スタイルである「学習の動機付けができるよう必要に応じて自ら学ぶ個人学習」を授業に取り入れることができれば大学生も自ら勉強するようになるかもしれない.しかし,この学習スタイルは「動機づけされていない知識を一斉に教えこむ」という日本の授業から真逆といっていいほど異なっている.そこまで異なっているスタイルの学習を授業に取り入れるのはできたとしても学生の親や教師の理解を得るのは難しいことだろう.

　だがしかし,授業で取り入れることはできなくても個人学習そのものを行うことはできるのではないだろうか.そこで私はデジタル機器を使用した授業外での個人学習を提案しようと思う.

4.個人学習の提案

　知ってのとおり現在は情報社会と呼ばれるまでにインターネットが普及し,それこそ星の数ほどに情報があふれかえっている.そしてそこには数多くの有益な情報,もっと言ってしまえば上質な教材があるわけである.これをうまく活用すれば学生はどのようなことでも自由に学ぶことができるのである.

　しかしそれにもかかわらずなぜ学生が勉強しないかというと先ほど述べたように今までの日本の教育によって勉強に対して受身な姿勢が染み付いてしまっているからである.ゆえにまずはこの受身な姿勢を変える必要があるだろう.これを改善するには学生に自ら学ぶことを教えるために自由度の高い課題を取り入れることが有効だと思われる.

　たとえば私は情報通信学科であるため,プログラミングの授業を例に挙げる.プログラムの既存の課題形式は穴抜けのプログラムが提示され,「提示したプログラムにプログラムを追加することで正常に動作するようにしなさい」といった形になっていることが多い.この場合,追加するプログラムは授業で教えた知識を使わなければわからない問題になっており,そのことによって授業で教えた内容を理解できているか確認することができる.

　しかし一方で授業範囲の知識で解けてしまうため,学生はそれ以上のことを学ばない,また答えがほぼ一通りになるため,別の学生が解いたプログラムをコピー＆ペーストすることで流用できてしまう,そして自分の好きなように組めないので面白みに欠けるといった問題があった.

　そこで学生がそれぞれ好きに組めるような自由度の高い課題を出題する.たとえば「ゲームを作成せよ」というものだ.このような課題ならばそれこそ時間を計って10秒ピッタリにボタンを押すというようなシンプルなものからシューティングゲームと凝ったものまで自由に作ることができる.またこのようなゲームを作るための方法は一般的に授業で行わないため,作成にあたって学生に授業外の内容を学ばせることができる.またゲームのように学生の興味を引くような課題ならば少なくとも今までのような課題よりも積極的に取り組む学生は確実に多くなることだろう.そしてこのような形式とすることで回答がそれぞれ異なったプログラムとなり,既存の課題形式での問題としてあげた学生間での回答のコピー＆ペーストを防ぐ効果も期待できる.

　このように自由な課題とすることで受身の姿勢ではなく,自ら積極的に学ばせることができ,同時に学生に必要なときに必要な知識を自ら学ばせることで動機付けされた学習をさせることができる.

　ただし,この課題形式でもいくつか問題ある.まず授業の定着度を図ることができないということ,そして能力が足りない学生には困難であるということである.

 その解決策としてまず定着度を図れないという問題は課題形式の併用を提案したい.というのも既存の課題形式では「授業内容のことは図れるが,授業範囲外のことは学べない」,今回提案した形式では「授業範囲外のことは学べるが,授業範囲内のことは図れない」というものだった.そこでこの両方を使い分けることで互いの欠点を補いつつ,互いの利点を生かすことができるのではないだろうか.

　たとえば既存形式の課題は授業で一項目学んだあとにその項目の演習問題のプログラムを宿題として出し,

提案した形式の課題は中間や期末の課題として出す.これならば学生の負担もそこまで大きくならずにどちらの形式の課題も利用できることだろう.

　次に能力が足りない学生に対しての問題はどうするべきだろうか.まずなぜこのような学生は課題を解くことができないのかを考えたい.そこで考えられるのはその学生が課題を解くための知識を持っていないからであるが,課題を解くための知識は先ほど述べたようにネットやそれ以外にも本など多くの場所に存在している.それにもかかわらず解くことができないというのは探す能力が不足しており,情報を見つけられない,もしくは見つけても自力では理解することができないといったことが考えられる.それならばその学生がわからないところを教師に聞きにいき,教えてもらえば済む話だが,そのような学生が大勢いた場合,教師だけで対処することはできないだろう.

　そこでこの問題の解決方法として教育用SNSの利用することを提案する.

　教育用SNSとは大学という枠組みで使えるSNSである.SNSというのはソーシャルネットワークの略でmixiやFacebookなどといった社会的ネットワークをインターネット上で構成するサービスのことである.たとえばコミュミティが形成でき,そこでお互い意見交換ができる教育用SNSを導入する.そのようにしておけばその授業のコミュニティに対して自分の作っているプログラムでわからないところを聞けば,プログラムができる学生が教えてくれるだろう.またこのようなシステムはなにも課題だけではなく,個人学習でも活用できることだろう.

　通常のインターネットの世界でも同じようにgooなどといった質問するための場所はあるが,やはりこういった公衆の場で誰ともわからない人に質問するのはためらう学生もいる.しかし,大学内といった閉じた中でしかも同じ学生となればずっと質問しやすいことだろう.またこのように互いに教え合える環境があれば学生のお互いの知識を共有するだけでなく,学生間の新たな交友関係を形成するきっかけにもなる.

　さてこれまで学生の受身な姿勢を改善し,個人学習を行うことができるようにするための方法を考えてきた.これらの方法は確実ではないにしろ,少なくとも現在の学生よりかは勉強に対して積極的になり,個人学習ができるようになった学生は増えると考えている.では個人学習を行う学生に対して大学はどのような支援が行えるだろうか,その支援の仕方を考えていきたい.

5.大学の支援

　まず先ほど述べたように教材はネットによって手に入れることができる.では足りないものは何かというと学習するための環境,いわばソフトウェアである.ソフトウェアもフリーのものはたくさんある.しかし,フリーのものは機能が制限されていたり,性能が高くなかったりと製品版には敵わないだろう.かといって有料ソフトウェアのほとんどの価格が数万と学生が買うにはだいぶ高い値段である.

　そこで大学にはそのような学生のために有料ソフトウェアを無料で利用し,学べるための環境を整えてもらいたい.現在でもこのような仕組みはある.しかしソフトウェアの種類が少なく,また学科間での格差が激しい.

たとえばある学科にはその学科生のための専門ページがあり,そこで複数のソフトウェアを利用できるが,別の学科ではそもそも学科生の専門ページすら存在しない.これは同じ総合学習の班員からの提案だが,まずこのような格差をなくし,各学科で利用できるソフトウェアを全学生で共有するだけでも学習環境は良くなることだろう.

　そして最終的には図書館のように学生が利用したいソフトウェアを大学側に申請することでそのソフトウェアが使えるようになるようなシステムになれば学生は学習の幅を広げることができることだろう.

　さて,ここまでの提案で整ったのは教材と勉強するための姿勢とその環境である.これだけでも十分個人学習はできると思うが,個人学習をより積極的に行わせるために勉強した成果を見せる場としてコンテストの開催を提案したい.

　現在でも東京電機大学にはアイデアコンテストというコンテストがある.しかし今あるコンテストは資料作成やプレゼンテーションなどが必要であり,参加するにはだいぶ敷居が高い.そこでもっと気軽に参加できるレクレーション的なコンテストを開催したい.そうすれば学生の学習意欲の向上だけでなく,個人学習をはじめるきっかけにもなることだろう.

　まずコンテストの内容は学生が興味,関心を引くものでなくてはならない.そこで例として「ゲーム,音楽,映像」の3つを提案する.これならば学生も興味を持つことだろう.またコンテストはネットを使って申し込み,作品をアップするだけで参加できるようにすれば学生も気軽に参加することができるだろう.そしてこれは同じ総合学習の班員にもらったアイディアだが作品の評価は作品を学内で自由にダウンロードできるようにし,他の学生たちのネット投票によって評価するようにしたい.そうすれば作品を投稿した学生だけでなく,それ以外の学生も楽しむことができ,同時によい刺激にもなるだろう.ただしこの場合,組織票などが考えられるため,学生の投票とは別に審査員の評価を併用する必要がある.そうして良い評価を得た作品の投稿者は表彰し,副賞としてIPadやPSPなどといった景品が出るようにすれば学生たちのやる気も増すことだろう.

　以上が私の大学生を自主的に勉強させるための提案である.

6. 最後に

　昔の大学生は同じ環境でもやってこれたのに今の大学生はこのように支援しないと同じようにできないのかと思うかもしれない.確かに大学での環境は同じかもしれない.しかし,その大学生を取り巻く社会環境は大きく変化していっている.このような変化によって既存のシステムが今の時代に合わなくなったならそれを修正することは

決しておかしなことではないだろう.願わくばそのような社会の変動に合わせて柔軟な教育が行える大学であって欲しいと思う.
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